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近鉄グループホールディングス株式会社は、平成2９年2月1３日にEST普及推進委員会より、「第８回EST

交通環境大賞 環境大臣賞」を受賞することとなりました。同表彰は、地域の交通環境対策に関する優れた取

組みの功績や努力を表彰するとともに、その取組みを広く紹介し、普及を図るものです。 

今回の受賞は、当社が「近鉄グループ中期環境目標（平成27年度～平成３２年度）」を定め、グループ全

体で環境保全を推進している中で、グループの総合力を活かしたハード・ソフト両面からの様々な交通環境対

策の取組みや、鉄道事業での目標を上回るエネルギー使用量の削減が高く評価されたものです。 

なお、当社は平成28年12月に「交通関係環境保全優良事業者等 国土交通大臣表彰」を受賞しており、両

方の賞を受賞するのは、当社が初めてとなります。近鉄グループは、今後も積極的に車両や駅舎の省エネルギ

ー化や、公共交通の利用促進により低炭素化社会へ貢献するとともに、沿線での植樹活動等の地域貢献や、環

境啓発等、環境保全活動の推進に努めてまいります。 

 

記 

 

近鉄グループの取組みの概要について 

１．「近鉄グループ中期環境目標（平成27年度～平成32年度）」を定め、持株会社化以前より「近鉄グルー

プ環境情報交換会」を開催し、グループ全体での環境取組みを推進しています。 

２．鉄道事業では、省エネ車やLED照明、高環境性能機器の導入を進め、省エネルギーを推進しています。 

３．バス事業、タクシー事業では、電気バスやハイブリッドバス等の省CO2車両の導入を進め、グリーン経

営認証を取得しています。 

４．大阪阿部野橋駅と一体化した環境性能の高い超高層複合ビル「あべのハルカス」を建設するともに、近隣

公園「てんしば」管理運営事業に参画し、地域の賑わいを創出しています。 

５．分かりやすい環境情報開示や教育・啓発、環境に配慮した商品開発にも積極的に取組み、国際的にも高い

評価を得ています。 

 

 

 

平成２９年１月１９日 
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EST 交通環境大賞 環境大臣賞を受賞 

      ～「近鉄グループの連携を活かした総合的環境取組み」が評価されました～ 

 

広報部 
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参考 

１．EST交通環境大賞 

   EST（環境的に持続可能な交通）は、運輸部門における環境負荷の削減、とりわけ脱温暖化社会を目

指した長期的・継続的な取組みです。本表彰は、地域の交通環境対策に関する優れた取組みの功績や努力

を表彰するとともに、その取組みを広く紹介し、普及を図るために、平成２１年度に創設されました。 
 

２．当社が評価された主な取組みについて 

（１）近鉄グループ中期環境目標（平成27年度～平成32年度） 

  ・持株会社化以前より、「近鉄グループ環境情報交換会」を開催して環境に配慮した活動を進めており、

持株会社化を行った平成27年度に、当社および全ての連結子会社58社を対象とする「近鉄グループ

中期環境目標（平成27年度～平成32年度）」を策定し、グループ全体で取組みを進めています。 

  ◎「近鉄グループ中期環境目標（平成27年度～平成32年度）」 

１．近鉄グループは、2020年度における環境重点項目の実施率100%を目指します。 

（※環境重点項目＝①環境目標の策定 ②環境教育の実施 ③エネルギー使用量等の実績把握） 

  ２．近鉄グループは、2020年度における各社のエネルギー使用量等を2015年度に比べて5%以上削

減します。（※エネルギー使用量等＝①電気 ②水 ③紙 ④その他） 

  ３．近鉄グループは、2020年度までに全社が自社の事業に関連する、環境に配慮した活動を行います。 
 

（２）鉄道事業の取組みについて 

  ・平成27年度の電力消費量は平成7年度に比べ22.2％の削減、単位輸送当たりのエネルギー消費量は

平成2年度に比べ15.3%の削減をそれぞれ実現しています。 

  ・VVVF車両やアルミ・ボルスタレス等の軽量車両導入を推進し、平成27年度の省エネルギー車両比

率は60%を超えています。 

  ・大阪阿部野橋駅を中心とした駅施設において、LED照明等、高環境性能機器への設備更新を推進して

います。 

  ・既存車両をリニューアルし、さらに地元の竹集積材を内装に使用した観光特急「青の交響曲（シンフォ

ニー）」を製造し、資源を有効活用しています。また、車両自体の高付加価値化により、公共交通の利

用を促進しています。 

  ・乗車券・特急券のリサイクルを長期にわたり実施しています。 

  ・シカとの接触事故を防ぐため、日本初の設備である「シカ踏切」の導入により地域の生態系との共生を

図っています。 

  ・沿線での植樹活動をはじめとする環境美化等により、地域に貢献しています。 

・鉄道環境クイズの公開等、環境教育・啓発にも積極的に取組んでいます。 

          

 
 

観光特急「青の交響曲
シンフォニー

」 大阪阿部野橋駅 改札口（ＬＥＤ照明） 
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（３）その他の取組みについて 

  •電気バスやハイブリッドバス等の省CO2車両の導入を進めています。また、バス・タクシー事業では、

燃費向上に取組み、グリーン経営認証を取得しており、タクシー事業では永年表彰を受けています。 

・分かりやすい環境情報開示や教育・啓発、環境に配慮した商品開発にも積極的に取組み、国際的にも高

い評価を得ています。 

・大阪阿部野橋駅と一体化した環境性能の高い超高層複合ビル「あべのハルカス」を建設するともに、近

隣公園「てんしば」管理運営事業に参画し、地域の賑わいを創出しています。 

  ・平成28年に開催された「G7伊勢志摩サミット」で、カーボンオフセット事業に参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

「あべのハルカス」と「てんしば」 


